
平成26年新成人の「わたしの夢」※裏表紙にも掲載しています。（１月12日　東京エレクトロン韮崎文化ホール）

祝 成人
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　税の申告は、平成２５年１月１日から１２月３１日までの１年間に得られた個人の収入や、
控除・必要経費等を記載して、市役所や税務署に提出をする手続きです。この申告に基づい
て、所得税や住民税、国保税などが確定します。正しい申告をするため、また申告時にあわ
てないためにも、必要書類の整理や収入・支出金額の集計などは早めにご準備ください。

申告が必要な人は、どんな人？
下のフローチャートを参考に、どのような申告をすべきかご確認ください。

平成25年1月1日～12月31日の間に収入がありましたか？

次のページで申告方法を確認しましょう！

それは、
どんな収入ですか？

・遺族年金 
・障害年金
・雇用保険（失業保険） 
・労災保険 

・給与
・年金（老齢・企業）
・事業・農業 
・不動産　　　　など

A B

源泉徴収票は年金が
１枚だけですか？

給与は年末調整をし
ていますか？

年金は合計で400万円
以上ありますか？

・生命保険
・扶養等各種控除
　　　を受けますか？

源泉徴収票は年金のみで
２枚以上ですか？

給与や年金などの収入すべ
ての源泉徴収票が併せて２
枚以上、もしくはそれ以外
に収入がありますか？

・住宅借入金特別控除
・医療費控除
・雑損控除
　　　を受けますか？

税 準備はお早めに！
の申告がはじまります

①
確定申告

② 市の申告会場で

住民税申告申告不要①
確定申告

市役所税務課窓口で
住民税申告

　※収入がない方も
　　申告が必要です

Ⅰ

スタート

※注意　このフローチャートは、
一般的な事例です。

その他のケースは、税務課まで
お問い合せください。

■申告が遅くなると・・・
期限を過ぎてから申告書を提出すると納税通知書の届く時期が
遅くなったり課税証明書が必要なときすぐに交付を受けること
ができませんのでご注意ください。

※所得税の還付申告
　医療費控除・住宅借入金等特別控除などの還付申告は、
　２月１７日以前でも甲府税務署で受け付けしています。

所得税
住民税
（市・県民税）

【申告受付期間】
２月１７日（月）～３月１７日（月）

A

いいえ

いいえ は　い

いいえ いいえ

は　い

は　い

いいえ

は　い

いいえ は　い

いいえいいえは　い

は　い

B

は　い
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■すべての方に共通
◎各種控除に必要な書類
　生命保険料・地震保険料等の控除証明書、社会

保険料・国民年金等の領収書、障害者手帳、医
療費の領収書など

※書類が不足すると控除の受付はできません。
◎印鑑
◎扶養控除・配偶者控除の認定は、所得要件があ

るため、被扶養者の所得がわかる書類

■営業等所得がある方
◎収入支出がわかる書類
　（決算書収支内訳書・領収書等）
※記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大
　平成２６年１月から事業所得（営業、農業）・

不動産所得または、山林所得を生ずべき業務を
行うすべての方が対象となります。

　所得税及び復興特別所得税の申告の必要がない
方も対象となります。

■給与所得がある方
◎所得税の源泉徴収票（原本）
※中途退職し、再就職されなかった方は、以前

勤務していた職場に請求してご用意ください。

■農業所得がある方
◎収入支出がわかる書類
　（収穫量・販売数量、自家消費量、経費などを

必ず集計してください。）
◎農協や市場などで発行する収支証明書や領収書
◎動力稲刈機や田植機などを買った、または買い

替えた場合の領収書
◎大型農業用機械（農業用自動車・トラクター・

コンバインなど）を買った場合は、販売証明書・
領収書および保険料の領収書

◎耕作委託料などを支払った場合は、その領収書
等（委託内容が明記されたもの）

◎堰費・土地改良費（維持管理費に限る）の領収書

■太陽光発電の収入がある方
　太陽光による売電収入が
ある場合、その収入は雑所
得となり、収入・経費のわ
かるものを整理して申告し
ていただく必要があります。

■介護認定を受けている方
　認定を受けている６５歳以上の方で、常に就床
を要し、複雑な介護を必要とする方は、福祉事務
所の証明により、特別障害者控除を受けられます。

■住宅借入金等特別控除を受ける方
　平成２５年中に家の新築・改築を行い、１０年
以上の借入があり、適用条件に合致する場合には、
次の書類をご用意のうえ、１０年間の控除を受け
ることが可能です。

◇必要書類（新築の場合）
住民票の写し、借入金の年末残高証明書、家屋
の売買契約書・土地の売買契約書（土地も同時
購入の場合）、家屋の登記事項証明書、土地の
登記事項証明書（土地も同時購入の場合）

＊改築や認定長期優良住宅などについては、税務
署までお問い合わせください。

＊平成２１年度税制改正におい
て、平成２１年から２５年まで
に居住し、所得税の住宅ローン
減税制度（住宅借入金等特別控
除）を受けた方で、所得税において控除しきれ
なかった金額がある場合は、翌年度の個人住民
税において税額控除することとされました。

　（上限９７，５００円）

申告方法
■確定申告 (フローチャート①に該当する方）
　次の 3 つの中から選択してください
　１．自分で作成し、甲府税務署で直接申告（詳しくは甲府税務署までお問合せください）
　２．インターネットで自宅から電子申告する（国税庁 HP：http://www.nta.go.jp/）
　３．下記（Ⅲ、Ⅳ）に掲載してある必要な持ち物を持って市の相談会に行き、相談しながら作成し申

　　告する（日程は P ８）

■住民税申告（フローチャート②に該当する方）
　下記（Ⅲ、Ⅳ）に掲載してある必要な持ち物を持って市の相談会に行き、相談しながら作成し、申告

する（日程は P ８）

申告時に必要な持ち物（確定申告、住民税申告）

その他該当する方

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
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※受付開始時間は、会場の設営状況により多少
前後します。

※受付は、書類の提出が出来る方から順次受け
付けます。

※農業・営業所得等のある方は、収支をまとめ
て、医療費控除のある方は合計額を計算し
てから申告相談にお越しください。収支が
まとめられていない場合には、まとめてい
ただいてからの受付となります。

※会場で作成される方は、時間にゆとりをもっ
てお越しください。

市の相談会の日程

◇確定申告書作成相談会

　税務署と県と市の共同開催で申告書作成相談会
を行います。
※譲渡・贈与・相続についてはお受けできません。
　■日時　２月４日（火）
　　　　　１０時～１２時・１３時～１６時
　■場所　市民交流センター「ニコリ」1 階
　■お問い合わせ　甲府税務署
　　　　　　　　　☎０５５－２５４－６１０５

◇税理士会による無料申告相談会

◆還付申告相談（医療費控除）
　■日時　２月６日（木）・７日（金）
　　　　　１０時～１２時 ･ １３時～１６時
　■場所　甲府市総合市民会館３階大会議室

◆小規模納税者のための無料申告相談
　所得税及び消費税、年金受給者及び給与所得者
の方の所得税の申告を対象として行います。
　■日時　２月１７日（月）～２６日（水）
　　　　　（土日除く）
　　　　　１０時～１２時 ･ １３時～１６時
　■場所　甲府市総合市民会館 3 階会議室 4

◆税理士記念日無料税務相談
　譲渡・相続・贈与等の相談も受け付けます。
　■日時　２月２３日（日）
　　　　　１０時～１２時 ･ １３時～１６時
　■場所　山梨県税理士会館
　■お問い合わせ　東京地方税理士会甲府支部
　　　　　　　　　☎０５５－２３３－１３１８

会場地図はこちらのＱＲ
コードよりご確認できま
す。会場名をクリックす
ると地図が出ます。

その他相談会

■お問い合わせ　＊税務課市民税担当（内線１５３～１５５）
　　　　　　　　＊甲府税務署　　　　☎０５５－２５４－６１０５

Ⅴ

Ⅵ

相談受付日 曜日 相談受付会場
2月17日 月 穴山公民館（穴山ふれあいホール）
2月18日 火 中田公民館
2月19日 水 藤井公民館
2月20日 木 穂坂公民館（穂坂コミュニティーセンター）
2月21日 金 円野公民館（つぶらの会館）
2月23日 日 市民交流センター「ニコリ」【休日対応日】
2月24日 月 清哲公民館（清哲会館）
2月25日 火 神山公民館（武田の里ふれあいホール）
2月26日 水 旭公民館
2月27日 木 大草公民館（大草ふれあいセンター）
2月28日 金 龍岡公民館
3月  3日 月

市役所４階大会議室

3月  4日 火
3月  5日 水
3月  6日 木
3月  7日 金
3月10日 月
3月11日 火
3月12日 水
3月13日 木
3月14日 金
3月17日 月

医
療
費
控
除
っ
て
？

　

平
成
25
年
中
に
、
本
人
や
本
人

と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親

族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
を

所
得
控
除
（
所
得
税
や
住
民
税
の

減
額
）
と
し
て
受
け
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
支
払
っ

た
医
療
費
が
返
っ
て
く
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

栄
養
ド
リ
ン
ク
な
ど
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
が
、
市
販
の
風
邪
薬

や
胃
腸
薬
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
お
む
つ
に
つ
い
て
は
医
師

が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」が
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
領
収
書

原
本
の
提
出
が
必
須
と
な
り
ま
す

の
で
、
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は

領
収
書
等
と
事
前
に
合
計
額
を
集

計
し
た
計
算
書
等
を
各
申
告
会

場
、
ま
た
は
、
税
務
署
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
署
も
し
く
は

市
役
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
甲
府
税
務
署

　

０
５
５

－

２
５
４

－

６
１
０
５

＊
税
務
課
市
民
税
担
当

　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

相談受付時間　９時～１６時
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【
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
さ
れ
る
方
】 

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は 

３
年
間
で
す

　

所
得
税
の
電
子
申
告
（
ｅ
ー

Ｔ

ａ
ｘ
）
等
を
利
用
す
る
際
に
必
要

と
な
る
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間

は
発
行
後
３
年
間
で
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
表
面
に
印
字
さ

れ
て
い
る
有
効
期
限
は
、
住
基
カ

ー
ド
の
有
効
期
限
（
発
行
後
10
年

間
）
で
、
カ
ー
ド
に
格
納
し
た
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

利
用
登
録
し
た
住
基
カ
ー
ド
を

使
い
、
今
ま
で
の
全
国
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
に
加
え
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
お
い
て
も

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸

籍
証
明
書
が
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
市
役
所
窓
口
よ
り

１
０
０
円
安
く
証
明
書
が
取
得
で

き
、
便
利
で
お
得
で
す
。

●
利
用
時
間

　

６
時
30
分
～
23
時

　
（
年
末
年
始
は
休
止
）

※
戸
籍
証
明
書

　

８
時
30
分
～
20
時

●
必
要
な
も
の

＊
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
（
多
目
的
利
用
サ
ー
ビ
ス
登
録

　

済
の
も
の
）

＊
暗
証
番
号
数
字
４
桁

　
（
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

　

証
明
書
及
び
戸
籍
証
明
書
そ
れ

　

ぞ
れ
に
暗
証
番
号
の
入
力
が
必

　

要
で
す
。）

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
取
り
扱
い
店

舗
の
拡
大
に
伴
い
、
笛
吹
市
・
南

ア
ル
プ
ス
市
な
ど
県
内
５
市
町
間

で
運
用
し
て
い
ま
し
た
、
自
動
交

　

市
で
は
、
本
人
に
な
り
す
ま
し

た
虚
偽
の
届
出
や
、
不
正
な
手
段

に
よ
る
証
明
書
の
請
求
を
防
ぐ
た

め
、 

住
民
異
動
や
戸
籍
の
届
出
、

住
民
票
・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

（
謄
本
）等
の
請
求
時
に
、届
出
人
、

付
機
で
相
互
に
住
民
票
な
ど
が
取

得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
26

年
３
月
末
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

申
請
人
、
代
理
の
方
の
本
人
確
認

を
し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
な

ど
の
提
示
に
よ
り
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は 

10
年
間
で
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
は
平
成
15
年
８
月
よ
り

発
行
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
住
民

票
の
発
行
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

や
図
書
館
で
の
本
の
貸
出
な
ど
、

住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
機
能
・

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
有
効
期
限
は
カ
ー
ド
の
表

面
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

市
民
課
市
民
担
当

　
（
内
線
１
２
３
～
１
２
５
）

　

ま
た
、
転
居
で
住
所
が
変
わ
っ

た
り
、
戸
籍
の
届
出
な
ど
で
氏
名

が
変
わ
っ
た
場
合
も
電
子
証
明
書

が
失
効
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
切
れ
や
失
効

し
た
後
に
つ
い
て
は
、
新
規
交
付

時
と
同
じ
お
申
し
込
み
に
て
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
効
期
限
の
更
新
手
続
き
を

　

有
効
期
間
満
了
日
の
３
ヶ
月
前

か
ら
更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
有
効
期
間
満
了
前
に

更
新
を
行
っ
た
場
合
は
、
発
行
し

た
そ
の
日
か
ら
３
年
間
の
有
効
期

間
と
な
り
ま
す
。

●
手
数
料　

５
０
０
円

　
（
申
請
時
・
更
新
時
と
も
に
）

有
効
期
限

住
基
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
切
れ
に
ご
注
意
を

フ
ァ
ミ
マ
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

証
明
書
広
域
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
ま
す

窓
口
で
の
本
人
確
認
に
ご
協
力
を

市
民
課
よ
り
お
知
ら
せ

誓いの言葉
　本日は、私たち新成人のために、このような晴れの舞台を用意してくださいま
した横内市長様を始め、関係者の皆様、誠にありがとうございます。また、ご祝
辞や激励のお言葉をいただき、心よりお礼申し上げます。
　さて、昨年は、山梨県そして日本を象徴する富士山が、世界文化遺産に登録さ
れました。富士山はごみの不法投棄やトイレなどの衛生及び環境面から、世界文
化遺産登録申請から約 20 年もの歳月がかかりましたが、6 月に遂に登録を果た
すことができました。その陰には自治体をはじめ、各種ボランティア団体等の協
力のもと、清掃活動やトイレの整備などの環境保全に努めたことが、世界文化遺
産登録への要因となりました。地道なことからでも、少しずつ改善していくこと
で、結果、大きな目標を達成することができる。このようなことを改めて、富士
山の世界遺産登録を通して知ることができました。
　「努力は人を裏切らない」とは、まさにこのようなことではないのでしょうか。
私たち新成人には、これからの長い人生、幾度か大きな壁が立ちはだかることが
ありますが、努力を積み重ねることで、それを乗り越えて行かなければなりませ
ん。また、私たちはこれから成人及び社会人として、社会生活における責任が、
これまで以上により一層重くなります。軽率な行動は慎み、思慮深い行動をとる
ことで社会に認められ、斬新な発想で新しいものを作り出す革新的なリーダー的
存在となり、私たちの「ふるさと韮崎」、ひいては日本の社会に貢献できるよう
に躍進していきます。
　私たちがこれまで、この「ふるさと韮崎」でのびのびと生活できたのは、家族
や友人、学校の先生や地域の方々の、心温まる優しさのおかげだと思います。い
つまでもこの「ふるさと韮崎」に感謝の気持ちを忘れず、恩返しができるよう、日々
精進していきます。
　終わりに、この韮崎で育った思い出や誇り、私たちを育ててくれた方々への感
謝の気持ちを忘れず、一社会人としての自覚を噛み締め、成人の誓いとさせて頂
きます。　　　　　　　　　平成 26 年 1 月 12 日　新成人代表　花輪　潤一
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韮
崎
東
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
五
味
　
く
る
海

　

23
日
間
の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

で
の
交
換
留
学
体
験
は
、
私
に
と

っ
て
一
生
の
宝
物
と
な
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら

の
学
校
訪
問
や
観
光
、
数
々
の
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
行

事
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、

特
に
モ
ン
ト
レ
ー
旅
行
の
夕
日
は

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
日
本
で
は

見
ら
れ
な
い
よ
う
な
景
色
に
感
動

し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
私
た

ち
の
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
実
行
委
員
の
皆
様
は
、
大
変

や
さ
し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
と

て
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
最
後
の

別
れ
が
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
私
は
異

国
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。
も
っ
と
英
会
話
力
を

身
に
付
け
、
将
来
、
色
々
な
国
へ

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
お
世
話
に
な
っ
た
市
や
フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
の
皆
様
、
引
率

の
先
生
、
一
緒
に
留
学
し
た
先
輩

方
、
家
族
の
み
ん
な
に
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
り
、
ま
た
私
の
可
能
性
を
広
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

初
め
は
ほ
と
ん
ど
話
を
聞
き
と

れ
ず
、
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て

い
る
間
に
、
ど
ん
ど
ん
話
が
進
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

い
ち
い
ち
そ
の
こ
と
に
落
ち
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
周
り
の
人
が

み
な
愉
快
で
優
し
く
、
温
か
い
こ

と
に
気
づ
い
て
か
ら
は
、
内
気
な

考
え
方
を
し
な
い
よ
う
に
な
り
、

そ
の
途
端
に
相
手
の
言
っ
て
い
る

こ
と
が
雰
囲
気
で
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
体
験
を

し
た
こ
と
で
、
一
語
一
句
聞
き
落

さ
な
く
て
も
、
会
話
が
で
き
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
か
ら
１
月
12
日
の
日
程
で
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
へ
「
姉
妹
都
市
中
学
・

高
校
生
派
遣
事
業
」
の
交
換
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
６
名
の
生
徒
た
ち
が
、
23
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

終
え
、
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
甲
陵
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
綾
音

　

ア
メ
リ
カ
留
学
の
３
週
間
は
、

私
の
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と

アメリカでは、街中がクリスマスムード
に包まれていた（サンフランシスコの巨
大ツリーの前で）

期待と不安が交錯するなか、ホストファミリーの皆さんと
（フェアフィールドコミュニティセンターにて）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

姉
妹
都
市
交
換
留
学
生

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
記フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験

本
当
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
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山
梨
学
院
大
学
付
属
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
佐
野
　
く
ら
ら

　

私
は
３
週
間
の
滞
在
中
に
、
特

に
会
話
の
面
で
成
長
す
る
こ
と
が

　

別
れ
は
辛
か
っ
た
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
大
切
に
思
え
る
、
多
く
の

人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
貴
重
な

経
験
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
る
全
て

の
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
韮
崎
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
　
純
奈

　

期
待
と
不
安
い
っ
ぱ
い
で
日
本

を
離
れ
、
最
初
は
、
寝
て
も
覚
め

て
も
英
語
漬
け
の
日
々
に
戸
惑
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

優
し
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
親

切
な
実
行
委
員
さ
ん
た
ち
、
そ
し

て
あ
た
た
か
い
現
地
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
、
最
高
の
思
い
出
と
た

く
さ
ん
の
友
人
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
異
文
化
に

触
れ
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
良

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
い
た
ら

気
づ
け
な
か
っ
た
よ
う
な
、
日
本

の
素
晴
ら
し
さ
に
も
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
今
回
出
会
っ
た

た
く
さ
ん
の
友
人
た
ち
と
交
流
を

続
け
、
お
互
い
の
国
の
文
化
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
よ
り
一
層
英
語
の
学

習
に
励
み
、
将
来
ア
メ
リ
カ
へ
戻

り
、
今
回
私
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
に
、
自

分
の
言
葉
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
た
い
で
す
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
私
は

初
め
て
海
外
を
訪
れ
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
を
訪
れ
る
ま
で
は
、
日
本

と
の
違
い
を
情
報
と
し
て
し
か
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、直
接
見
て
、

体
感
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
交
通
に
関
し
て
は
驚
く
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
街
中
に

ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
る
の

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
先
進
国
で
、
見
習

う
べ
き
点
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
保
っ
て
お
き
た
い
日
本

の
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で

き
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
韮
崎
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
な
つ
実

で
き
ま
し
た
。

　

初
め
の
こ
ろ
は
、
伝
え
た
い
こ

と
が
言
葉
に
で
き
ず
、
た
だ
単
語

だ
け
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。毎
日
、

新
し
い
出
会
い
の
中
で
生
ま
れ
る

会
話
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
こ
と

で
、自
分
の
気
持
ち
を
文
に
し
て
、

少
し
ず
つ
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
、
普

通
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
、
私
に
と
っ
て
大
き
な

成
長
だ
と
思
い
ま
し
た
。

カリフォルニア州議員から、派遣交流事業の参加
認定証を受け取る学生たち。

滞在期間のほぼ中盤、生活にも慣れてきた学生たち
（サンフランシスコ海岸にて）

最
高
の
三
週
間

肌
で
感
じ
た
ア
メ
リ
カ

実
感
で
き
た
自
分
の
会
話
力
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会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、
今
ま
で
話
し
か
け
ら
れ

る
側
だ
っ
た
の
が
、
話
し
か
け
る

側
の
立
場
に
な
る
こ
と
が
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
行

き
、
現
地
の
雰
囲
気
や
人
の
温
か

さ
を
感
じ
、
出
会
い
や
再
会
が
で

き
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
３
週

間
と
い
う
日
々
の
中
で
得
た
会
話

力
を
、
授
業
や
将
来
に
生
か
す
た

め
、
今
ま
で
以
上
に
勉
強
を
し
、

レ
ベ
ル
を
上
げ
て
ア
メ
リ
カ
に
ま

た
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
韮
崎
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野
　
菜
祐

　

ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
た
時
、
３

週
間
や
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

で
も
、
そ
ん
な
不
安
は
す
ぐ
に

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
は
と
て
も
楽

し
く
、
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

　

様
々
な
パ
ー
テ
ィ
や
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
食
事
や
買
い
物
か

ら
、
文
化
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
バ
レ
エ
鑑
賞
や
警

察
訓
練
場
、
博
物
館
訪
問
な
ど
の

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
ア
メ
リ

カ
で
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
つ
の
日
か
、
ま
た
会
い
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
っ

た
３
週
間
だ
け
で
し
た
が
、
一
生

の
思
い
出
と
か
け
が
え
の
な
い
友

だ
ち
、
も
う
一
つ
の
家
族
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
派

遣
事
業
に
参
加
で
き
て
、
本
当
に

良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

アメリカでもトップクラスの実力を誇るサンフランシスコバレエ団「くるみ割り
人形」公演の鑑賞へ（劇場入口の看板の前にて）

Ｍ r．サンタとＭ rs．クローズも登場したウェ
ルカムディナーの様子

滞在期間中の小旅行で訪れたモントレーの浜辺
にて

帰国も間近に迫り、友との別れを惜しむ学生た
ち（フェアウェルパーティーでの一枚）

学校訪問で訪れたアルミホ高校の学生たちと
日本の学校とは違う、自由な雰囲気だった

か
け
が
え
の
な
い
日
々
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滞
在
中
の
す
べ
て
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

　

日
本
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
皆
さ
ん
と
親
し

く
な
る
こ
と
が
で
き
て
、
今
後
長

い
間
の
思
い
出
と
し
て
私
の
心
に

残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
韮
崎
市

は
小
さ
い
で
す
が
、
自
慢
に
思
え

る
街
で
す
。
自
然
に
あ
ふ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
す
。
そ
ん

な
街
は
ア
メ
リ
カ
で
も
そ
う
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
私
は
と
て
も
幸
せ
で

し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も

優
し
く
て
、
理
解
の
あ
る
人
た
ち

で
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し

た
こ
と
は
、
こ
の
滞
在
で
大
切
な

こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
私
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
大
好
き
で
す
。

　

そ
し
て
、
韮
崎
市
が
大
好
き
で

す
。
緑
が
多
く
て
、
と
て
も
平
和

な
街
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
て
も
親
切
で
、
い
つ

で
も
、
歓
迎
さ
れ
て
い
る
の
を
感

じ
ま
し
た
。
い
つ
か
ま
た
韮
崎
市

に
戻
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
参
加
し
た
体
験
の
す

べ
て
が
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
韮
崎
市
に
来
る
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
こ

の
旅
は
大
満
足
で
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
の
風
景
に
感
動
し
ま
し
た
。
韮

　

こ
の
学
生
交
流
は
私
の
期
待
以

上
で
し
た
。
３
週
間
を
い
っ
ぱ
い

に
使
っ
て
日
本
の
経
験
を
た
く
さ

ん
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
韮
崎

市
は
小
さ
な
農
業
の
街
と
い
っ
た

感
じ
で
、
人
々
は
と
て
も
親
切
で

し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は

私
を
お
客
と
し
て
で
は
な
く
、
家

族
の
一
員
と
し
て
接
し
て
く
れ
ま

し
た
。
で
き
る
限
り
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
経
験
さ
せ
よ
う
と
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ず
っ
と
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続

け
て
く
だ
さ
い
。

K
alea K

aloi

（
カ
レ
ア
・
カ
ロ
イ
）

K
endall D

aniels

（
ケ
ン
ダ
ル
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
）

S
ierra K

nuckles

（
シ
エ
ラ
・
ナ
ッ
ク
ル
ズ
）

崎
市
の
風
景
も
大
好
き
で
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
一
緒

に
い
て
と
て
も
楽
し
い
人
た
ち
で

し
た
。
韮
崎
市
を
離
れ
る
前
に
泣

い
て
し
ま
う
ほ
ど
、
本
当
に
温
か

く
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ

か
ま
た
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

A
ngela M

odrich

（
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
モ
ド
リ
ッ
チ
）

A
lexis V

illegas

（
ア
レ
ク
シ
ス
・
ヴ
ィ
エ
ガ
ス
）

　

韮
崎
市
は
私
が
い
ま
ま
で
訪
れ

た
街
で
一
番
好
き
な
街
で
す
。
こ

こ
に
い
る
人
々
は
家
族
の
よ
う
で

す
。
私
に
と
っ
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
こ
と
は
こ
の

旅
の
大
切
な
思
い
出
で
す
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
本
当
の
家

族
の
よ
う
で
す
。
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
し
、
日
本
文
化
を

た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
と
韮
崎

が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

A
ustin Freem

an

（
ア
ー
ス
テ
ィ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
）

　

日
本
に
来
る
と
い
う
夢
が
叶
い

ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
は
、
日
本

に
家
族
も
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
っ

と
た
く
さ
ん
一
緒
に
過
ご
し
た
か

っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
も

マ
ザ
ー
も
ブ
ラ
ザ
ー
も
最
高
で
し

た
。ケ
ン
ジ（
ホ
ス
ト
ブ
ラ
ザ
ー
）

の
友
だ
ち
に
会
う
の
も
楽
し
く
て
、

ま
た
そ
の
友
だ
ち
も
い
い
人
た
ち

ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
大
好
き
で
す
。

　

私
は
小
学
校
に
ま
た
行
き
た
い

で
す
。
１
度
し
か
会
え
な
い
の
が

悲
し
い
で
す
。
ミ
ズ
キ
と
ユ
カ
リ

（
小
学
生
）に
会
い
た
い
で
す
。

Lynne W
itte（

リ
ン
・
ウ
ィ
ッ
テ
ィ
）

　

陶
芸
や
そ
ば
打
ち
、
学
校
訪
問

や
箏
の
演
奏
、
弓
道
や
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
た
く
さ
ん
時
間
を
過

ご
せ
た
こ
と
―
学
生
た
ち
に
と
っ

て
、様
々
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
い
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
に
も
恵
ま
れ
、
日
本
文
化
の
素

晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
私
た
ち
の

子
ど
も
た
ち
の
世
代
の
学
生
達
同

士
の
関
係
性
を
育
成
す
る
た
め

に
、
今
後
も
続
い
て
く
れ
る
よ
う

祈
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
夏
、
韮
崎
市
に
派
遣
さ
れ
た

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
留
学
生
か
ら
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Hello



10

2014.2

●
清
哲
分
団

中
込
春
仁
・
仲
田
賢
和

●
神
山
分
団

山
本
卓

●
旭
分
団

湯
舟
敏
・
花
輪
健
一

●
大
草
分
団

土
橋
司
・
臼
井
豊

●
竜
岡
分
団

五
味
圭
太
・
輿
石
知
也

山
梨
県
消
防
協
会
峡
北
支
部
長
表
彰

●
韮
崎
分
団

柳
本
建
・
田
原
克
晃
・
小
山
田
剛

北
村
勝
史
・
雨
宮
和
也
・
鬼
島
太
一

原
広
伸

●
穂
坂
分
団

五
味
洋
介
・
大
柴
正
仁
・
滝
田
雄
一
郎

大
柴
行
弘
・
平
賀
信
一
・
宮
野
正
巳

●
藤
井
分
団

長
田
浩
之
・
望
月
優
・
小
澤
辰
馬

金
丸
聡
・
乙
黒
康
正

●
中
田
分
団

青
山
光
彦
・
小
屋
了
・
神
谷
伸
一

●
穴
山
分
団

　

山
寺
雅
彦
・
嶋
津
和
美
・
堀
内
一

●
円
野
分
団

　

秋
山
浩
・
細
田
利
和

●
清
哲
分
団

　

藤
島
直
人
・
功
刀
弘
幸
・
清
水
正
紀

●
神
山
分
団

　

名
取
克
敏
・
功
力
貴
矢

●
旭
分
団

小
林
珠
里
・
湯
舟
信
・
矢
崎
道
和

矢
崎
好
弘

●
大
草
分
団

　

野
田
仁
・
矢
崎
一
樹
・
武
川
健

●
竜
岡
分
団

　

矢
嶋
紀
彦
・
小
林
照
和

中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

嶋
田
敬
（
韮
崎
分
団
）

名
取
祐
一
（
穂
坂
分
団
）

望
月
和
明
（
藤
井
分
団
）

内
藤
浩
（
中
田
分
団
）

小
泉
浩
一
（
穴
山
分
団
）

山
形
勝
（
円
野
分
団
）

藤
巻
文
輝
（
清
哲
分
団
）

飯
野
幸
司
（
ラ
ッ
パ
隊
）

韮
崎
警
察
署
管
内
防
犯
功
労
者
表
彰

●
韮
崎
分
団

山
寺
政
剛
・
保
坂
守
・
飯
野
浩
史

大
久
保
勇
二

●
穂
坂
分
団

名
取
豊
和
・
横
森
匡
・
向
山
英
樹

宮
川
純
司

●
藤
井
分
団

五
味
卓
彌
・
八
巻
紳
一
・
宮
川
政
門

●
中
田
分
団

高
添
秀
彦
・
稀
代
邦
哲

●
穴
山
分
団

林
弘
記
・
小
泉
浩
一

●
円
野
分
団

　

佐
瀬
雄
一

●
清
哲
分
団

　

濟
藤
竜
仁
・
水
上
翔

●
神
山
分
団

　

三
井
悠
介

●
旭
分
団

　

木
下
元
彦
・
小
倉
秀
俊

●
大
草
分
団

　

斉
藤
大
輔
・
武
川
健

●
竜
岡
分
団

　

土
屋
武
士

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
長
表
彰

●
韮
崎
分
団

浅
川
貴
・
飯
野
敏
・
木
内
吉
英

秋
山
昌
紀
・
高
野
純
矢

●
穂
坂
分
団

大
柴
博
・
海
瀬
隆
・
横
森
幸
久

花
澤
広
治

●
藤
井
分
団

長
田
進
・
廣
島
善
功
・
佐
藤
亜
弥

●
中
田
分
団

　

藤
原
秀
樹
・
塚
田
浩

●
穴
山
分
団

　

小
泉
浩
一
・
中
村
圭
一

●
円
野
分
団

　

深
澤
正
司
・
秋
山
晃
一
郎

●
清
哲
分
団

　

竹
田
康
彦
・
藤
島
直
人

●
神
山
分
団

　

内
藤
嘉
夫

●
旭
分
団

　

雨
宮
正
幸
・
湯
舟
敏

●
大
草
分
団

　

斉
藤
大
輔
・
野
田
仁

●
竜
岡
分
団

　

浅
川
慶
一
・
望
月
英
幸

市
長
表
彰

●
韮
崎
分
団

八
巻
宏
宣
・
小
中
澤
淳
・
斉
藤
学

雨
宮
裕
器
・
保
坂
太
郎

●
穂
坂
分
団

斉
藤
大
・
猪
股
宏
充
・
志
村
淳

渡
辺
立
哉

●
藤
井
分
団

由
井
健
二
・
小
野
和
重
・
福
田
博
樹

●
中
田
分
団

小
澤
浩
二
・
今
福
和
彦

●
穴
山
分
団

　

守
屋
淳
一
・
河
東
正
樹

●
円
野
分
団

　

伊
藤
公
一
・
真
壁
俊
之

　

１
月
12
日
、新
春
を
飾
る
韮
崎
市
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

「団員としての自覚を深め、地域の
守り手としての強い意志を持ち、市
民の安全で安心な生活を守ってい
く」と、謝辞を述べる神山分団第３
部部長　三井悠介氏

山
梨
県
消
防
協
会
表
彰
甲
種
功
労
章

　

林
弘
記（
穴
山
分
団
）

　

加
賀
爪
英
一
郎（
清
哲
分
団
）

　

名
取
一
典（
神
山
分
団
）

　

野
澤
一
男（
大
草
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
乙
種
功
労
章

●
韮
崎
分
団

新
海
弘
人
・
大
塚
栄
二
・
村
松
学

伊
藤
和
正
・
石
川
秀
樹

●
穂
坂
分
団

猪
股
重
幸
・
横
森
誠
嗣
・
降
矢
孝
博

名
取
一
之

●
藤
井
分
団

上
野
幸
司
・
有
井
利
彰
・
千
国
満

●
中
田
分
団

今
福
幸
次
・
古
屋
博
也

●
穴
山
分
団

生
山
茂
巳
・
堀
井
剛

●
円
野
分
団

堀
内
敏
仁
・
澤
野
弘
樹

韮
崎
市
消
防
団
出
初
式

韮
崎
市
消
防
団
出
初
式

日ごろの訓練成果を発揮し、
規律の取れたポンプ操法を披
露する消防団員
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■対象者
次の要件のすべてに該当する医師または医療法人
・市内において新たに産婦人科医を開設し、継続して１０
年以上開業する見込みがある方
・産婦人科の臨床経験を５年以上有する方
　（※医療法人は、その基準の管理者を置くこと。）
・地域医療に関心を持ち、積極的に医療活動を行おうとす
る方
・市税等に滞納がない方

■申込期限
　平成２７年３月３１日（火）

※詳細については、
　お問い合わせください。

■お問い合わせ・お申し込み
　保健課健康増進担当
　（保健福祉センター内）
　☎２３－４３１０

　市民が安心して子どもを産み、育てる環境づくりや婦人
科検診の充実を図ることを目的に、市内に産婦人科医院を
開設しようとする医師または医療法人に対し、開設に要す
る経費の一部を助成します。

　

先
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
、
認

知
症
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む

秋
山
脳
外
科
の
秋
山
巖
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
て
、
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

身
近
な
場
所
で
認
知
症
に
つ
い

て
医
師
か
ら
学
べ
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

秋
山　

巖
氏

　
　
　
　
（
秋
山
脳
外
科
院
長
）

■
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　

※
要
申
込

■
参
加
料　

無
料

■
楽
し
く
で
き
る
頭
の
体
操

　
一
筆
書
き
（
中
級
編
②
）

【
ル
ー
ル
】

・
紙
か
ら
一
度
も
ペ
ン
を
離
さ
ず

に
、
全
て
の
線
を
な
ぞ
る
。

・
同
じ
線
を
２
回
通
ら
な
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
３
ー
４
４
６
４

そ
れ
い
け
！
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル
　
第
18
回

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す

産婦人科医院の開設をお考えの方

産婦人科医院誘致助成制度を
ご利用ください

解答例

　この他にもいくつか方法があります。
あなたは何通りの答えを見つけられまし
たか？

昨年の講座の様子

●
清
哲
分
団

　

小
澤
昭
彦
・
清
水
剛
史

●
神
山
分
団

　

中
田
中

●
旭
分
団

　

田
中
努
・
久
末
陽
介

●
大
草
分
団

　

土
屋
幸
浩
・
斉
藤
高
士

●
竜
岡
分
団

　

樋
口
二
生
・
渡
邉
佳
寛

団
長
表
彰

●
韮
崎
分
団

小
林
徹
也
・
白
倉
隆
・
清
水
力
徳

向
山
仁
士
・
伊
藤
郷
志
・
渡
邊
譲
司

竹
道
誠

●
穂
坂
分
団

保
坂
達
紀
・
大
柴
昇
悟
・
宮
川
真
聡

平
賀
英
和
・
横
森
謙
治
・
小
林
典
孝

●
藤
井
分
団

坂
本
和
之
・
上
野
真
・
窪
田
真
吾

小
田
切
雄
司
・
黒
澤
篤
志

●
中
田
分
団

平
賀
雅
仁
・
山
本
幸
一
郎
・
清
水
恵
一

●
穴
山
分
団

嶋
津
俊
康
・
石
合
卓
・
栗
林
壽
朗

●
円
野
分
団

　

石
井
智
教
・
山
本
雅
也

●
清
哲
分
団

小
澤
健
一
・
石
井
信
一
・
小
林
幸
司

●
神
山
分
団

　

駒
井
宏
一
郎
・
樋
口
勝
紀

●
旭
分
団

成
島
光
・
矢
崎
徹
・
湯
舟
守

樋
口
政
幸

●
大
草
分
団

　

野
田
仁
・
臼
井
豊
・
土
橋
司

●
竜
岡
分
団

　

矢
島
宏
和
・
中
島
順

韮
崎
市
消
防
団
長
感
謝
状

伊
藤
文
義
・
伊
藤
増
美

杉
山
芳
平
・
田
中
康
子

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）
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最
近
、
ご
み
の
中
に
資
源
ご
み

が
混
入
し
て
い
た
り
、
収
集
で
き

な
い
も
の
が
置
い
て
あ
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

次
の
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
を
再
確

認
し
て
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
可
燃
・
不
燃
ご
み
は
、
市
指
定

の
ご
み
袋
で
。

◦
段
ボ
ー
ル
や
米
袋
、
肥
料
袋
な

ど
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
し
て

い
る
方
は
、
市
指
定
の
ご
み
袋

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
農
業
用
マ
ル
チ
や
育
苗
箱
、
苗

ポ
ッ
ト
等
事
業
に
よ
り
生
じ
た

ご
み
は
、
市
で
は
収
集
し
ま
せ

ん
の
で
、
個
人
で
処
理
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
収
集
日
当
日
は
、
朝
８
時
ま
で

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
④
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
分
別
し

て
、
各
地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
会

場
ま
た
は
拠
点
リ
サ
イ
ク
ル
会

場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
、
正
し

　

２
月
は
、
各
地
区
及
び
拠
点
リ

サ
イ
ク
ル
会
場
で
、
蛍
光
灯
や
乾

電
池
、水
銀
式
体
温
計
や
鏡
な
ど
、

水
銀
を
含
ん
だ
も
の
の
収
集
を
行

い
ま
す
。

　

次
回
は
９
月
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
お
忘
れ
な
い
よ

う
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
集
場
所
や
日
程
に
つ
い
て

は
、「
平
成
25
年
度
ご
み
・
資
源

物
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
割
れ
て
し
ま
っ
た
蛍
光

灯
や
電
球
、
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
は
、

不
燃
ご
み
と
し
て
排
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
環
境
政
策
担
当　
　
　

　
（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

く
分
別
し
て
、
ご
み
の
減
量
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。　

　
「
平
成
25
年
度
ご
み
・
資
源
物

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
再
度
確
認

の
上
、
正
し
い
ル
ー
ル
で
ご
み
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
３
月
に
、「
韮
崎
市

食
育
推
進
計
画
」（
５
か
年
計
画
）

を
策
定
し
て
か
ら
、
今
年
で
５
年

を
迎
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
、
さ
ら
に
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
食
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
、
健
康
で
心
豊

か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
計
画

を
見
直
し
、「
第
２
次
韮
崎
市
食

育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
計
画
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間　

　

１
月
31
日
（
金
）
～

　

２
月
21
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
窓
口
で
の
閲
覧
及
び
提
出
は

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

■
計
画
（
案
）
公
表
場
所

◦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◦
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

◦
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

■
提
出
方
法

　

書
式
は
任
意
で
す
が
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
ご
記
入
の
上
、

郵
送（
当
日
消
印
有
効
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
保
健
課
窓
口

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

〒
４
０
７
ー
０
０
２
４

　

韮
崎
市
本
町
三
丁
目
６
番
３
号

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
３
ー
４
３
１
０

　

２
３
ー
４
３
１
６

　

kenkou@
city.nirasaki.lg.jp

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
再
確
認

蛍
光
灯
・
乾
電
池
な
ど

有
害
ご
み
の
収
集
を
実
施
し
ま
す
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「
簡
素
な
給
付
」
及
び
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
と
は

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
、

低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
に
与
え

る
影
響
を
考
慮
し
、
暫
定
的
・
臨

時
的
措
置
と
し
て
行
う
給
付
措
置

で
す
。
平
成
25
年
10
月
１
日
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
段
階
に

お
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

ご
連
絡
や
給
付
を
行
う
段
階
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
具
体
的
な
給
付
の
方
法

な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
速
や
か
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人

情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意

　

今
後
、「
簡
素
な
給
付
措
置
」

等
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な
ど

が
次
の
こ
と
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
で
手
数
料
な
ど

　

の
振
込
を
求
め
る
こ
と　

＊
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

　

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

　

も
ら
う
こ
と

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
こ
の
よ

う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、

郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
（
内
線
１
８
０
）

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　
（
内
線
１
７
５
）　

簿
閲
覧
状
況
に
つ
い
て
、
公
職
選

挙
法
第
28
条
の
４
第
７
項
及
び
公

職
選
挙
法
施
行
規
則
第
３
条
の
４

の
規
定
に
基
づ
き
、【
表
１
】
の

と
お
り
公
表
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
内
線
３
３
３
）

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の 

縦
覧
を
実
施

■
名
簿
の
登
録

　

選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１

日
基
準
日
に
お
い
て
、
本
人
の
申

請
に
よ
り
調
製
さ
れ
、
３
月
31
日

に
確
定
し
、
翌
年
３
月
30
日
ま
で

据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

■
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

◇
縦
覧
期
間

　

登
録
漏
れ
、
選
挙
権
の
な
い
方

の
登
録
、
二
重
登
録
等
を
防
ぐ
た

め
の
期
間
で
す
。

　

３
月
31
日
に
確
定
さ
れ
る
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
の
選
挙
で
投
票
す

る
こ
と
や
リ
コ
ー
ル
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◇
日
時

　

２
月
23
日（
日
）～
３
月
９
日（
日
）

　

８
時
30
分
～
17
時

◇
縦
覧
場
所

　

市
役
所
３
階
総
務
課

選
挙
人
名
簿 

閲
覧
状
況
を
公
表

　

平
成
25
年
中
（
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
）
に
お
け
る
選
挙
人
名

住
民
基
本
台
帳
の 

閲
覧
状
況
を
公
表

　

平
成
24
年
度
の
住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
は
６
件
で
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し

の
閲
覧
取
扱
要
綱
第
６
条
に
基
づ

き
、【
表
２
】
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
担
当

　
（
内
線
１
２
４
）

閲覧年月日
申出者の氏名

（法人の場合は、その名称
　及び代表者の氏名）

利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成24年
5月24日
平成24年
6月13日

株式会社
サーベイリサーチセンター 
代表取締役　藤澤　士朗

富士川の河川環境整備に
関するアンケート調査 

（委託者：国土交通省甲
府河川国道事務所）

市内20歳以上の男女
170名

平成24年
7月3日

公益財団法人
山梨総合研究所 
理事長　渡邉　利夫

県民意識調査
（アンケート調査） 
（委託者：山梨県）

市内20歳以上の男女
70名

平成24年
8月23日 山梨県

青少年の意識と行動に関
する調査

（アンケート調査）

市内全域18歳～30歳
の男女　76名

平成24年
9月20日

株式会社
日本リサーチセンター 
代表取締役　鈴木　稲博

生活意識に関するアンケ
ート調査 

（委託者：日本銀行）

上祖母石、下祖母石、
一ツ谷の満20歳以上の
男女15名

平成24年
10月23日

社団法人
新情報センター 
事務局長　平谷　伸次

青少年のインターネット
利用環境実態調査

（アンケート調査） 
（委託者：内閣府）

中島１丁目の10歳～
17歳の男女　20名

平成25年
1月9日

株式会社
サーベイリサーチセンター 
代表取締役　藤澤　士朗

通信利用動向調査
（アンケート調査） 
（委託者：総務省）

下祖母石、本町、富士見、
穂坂町の20歳以上の
男女　172名

閲覧年月日 閲覧申出者の名称
代表者又は管理者の氏
名及び主たる事務所の

所在地
利用目的の概要 閲覧に係る

選挙人の範囲

平成25年
7月30日

一般社団法人 
新情報センター

事務局長　平谷　伸次 
東京都渋谷区恵比寿
1-19-15

第23回参議院議員
通常選挙に関する
意識調査のため

藤井町北下條
地区　15名

平成25年
9月9日 朝日新聞甲府総局 局長　気賀沢　祐介 

甲府市中央1-12-38
政治・選挙に関す
る世論調査のため

第5、6、7投
票区

平成25年
3月12日 
他26日

日本共産党巨摩
地区委員会

委員長　花田　仁 
南アルプス市飯野
3680

政治活動政策立案
にかかる有権者の
意見調査のため

全投票区

各
種
名
簿
等
の

縦
覧
及
び
閲
覧
状
況
に
つ
い
て

「
簡
素
な
給
付
措
置
」
等
を
よ
そ
お
っ
た

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

【表１】 平成25年　選挙人名簿閲覧状況

※詳細につきましては、ホームページをご覧ください。

【表２】 平成24年度　住民基本台帳閲覧状況
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中
学
生
＆
高
校
生
大
歓
迎 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
イ
ー
ツ
作
り

　

ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
の
作
り
方

を
プ
ロ
が
お
教
え
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　

14
時
～
17
時

■
場
所　

１
階
調
理
室

■
材
料
費　

１
、２
０
０
円

■
定
員　

12
名

■
講
師　

コ
ー
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト

カ
ラ
ー
診
断
メ
イ
ク
講
座

　

自
分
の
肌
色
に
合
う
カ
ラ
ー
を

知
り
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
参
加
費　

１
、０
０
０
円

※
お
土
産
付
（
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
用

チ
ッ
プ
）

■
定
員　

20
名

■
持
物　

使
い
慣
れ
た
ヘ
ア
ー
バ

　

ン
ド
・
メ
イ
ク
用
品
等
。
手
ぶ

　

ら
で
の
参
加
も
可
。

■
場
所　

１
階
会
議
室
６
・
７

■
講
師　

吉
川
美
佐
子
氏

　
　
　
　

坂
本　

麻
美
氏

せ
っ
け
ん
で
作
る
香
り
の 

お
花
見
ス
イ
ー
ツ
＊
親
子
講
座

　

粘
土
遊
び
の
よ
う
に
、
だ
ん
ご

や
ド
ー
ナ
ツ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

■
参
加
費　

５
０
０
円　

■
定
員　

８
組
16
名
の
親
子

■
持
物　

タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

■
場
所　

１
階 
陶
芸
・
工
作
室

■
講
師　

竹
内
ま
さ
み
氏

　
　
（
ア
ト
リ
エ
・
サ
ン
シ
オ
ン
）

映
画
上
映
会

　

１
９
８
３
年
公
開
の
「
細
雪
」

を
上
映
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
９
日
（
日
）
14
時

　
　
　
　
（
開
場
13
時
30
分
）

■
場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

子
育
て
サ
ロ
ン
“
銀
河
鉄
道
”　 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
イ
ー
ツ
作
り

■
日
時　

２
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

１
階
調
理
室

■
参
加
費　

１
、０
０
０
円

■
定
員　

子
育
て
中
の
親
16
名

　
　
　
　

託
児
あ
り
（
要
申
込
）

■
講
師　

望
月　

典
子
氏

　
（
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

み
ん
な
で　

あ
・
そ
・
ぼ
！

■
日
時　

３
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

１
階
和
室
１
・
２　

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

子
育
て
中
の
親
子
20
組

■
講
師　
“
銀
河
鉄
道
”
協
力
員

第
２
回
筆
ペ
ン
講
座
（
無
料
）

　

自
分
の
名
前
を
筆
ペ
ン
で
上
手

に
書
け
る
コ
ツ
を
お
教
え
し
ま
す
。

■
日
時
（
全
２
回
）

　

２
月
25
日（
火
）・
３
月
４
日（
火
）

　

10
時
～
12
時

■
場
所　

１
階
会
議
室
５

■
持
物　

市
販
の
筆
ペ
ン

■
定
員　

市
民
の
方
20
名

　
（
参
加
経
験
の
な
い
方
を
優
先
）

■
講
師　

田
中　

志
津
氏

■
申
込　

１
月
30
日
（
木
）
か
ら

　

問
合
せ
☎
２
２

－

１
１
２
１

ニ
コ
リ
総
合
受
付

　

問
合
せ
☎
２
０

－

１
１
１
５

中
央
公
民
館

問
合
せ
☎
２
２

－

４
９
４
６

市
立
図
書
館

国
立
国
会
図
書
館
の 

資
料
を
閲
覧
で
き
ま
す

　

著
作
権
法
の
改
定
に
よ
り
、
国

会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の

一
部
が
、市
立
図
書
館
で
も
閲
覧
・

複
写
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■
資
料　

戦
前
・
戦
後
期
刊
行
で

　

入
手
困
難
な
も
の

・
図
書（
明
治
期
～
１
９
６
８
年
）

・
古
典
籍
・
雑
誌
（
明
治
期
～

２
０
０
０
年
刊
行
）

・
博
士
論
文
（
１
９
９
１
～

２
０
０
０
年
）

■
対
象　

図
書
館
の
利
用
登
録
者

■
受
付　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

市
立
図
書
館
総
選
挙
!!
展
示

　

図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
選
ん
だ
オ

ス
ス
メ
本
を
紹
介
し
ま
す
。
読
み

た
い
と
思
う
本
に
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
オ
ス
ス

メ
本
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

２
月
１
日
（
土
）
～
27
日
（
木
）

朗
読
の
つ
ど
い

　

市
内
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
（
さ
ざ
な
み
・
ひ
び
き
・

こ
ぶ
し
）
が
出
演
。
入
場
無
料

■
日
時　

２
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　

図
書
館
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
た
き
び
」  　
　
　

三
浦
哲
郎
作

　
　
　
　
　

朗
読　

春
藤
博
子
氏

「
生
き
て
行
く
私
」  

宇
野
千
代
作

　
　
　
　
　

朗
読　

小
林
方
子
氏

「
角
筈（
つ
の
は
ず
）」浅
田
次
郎
作

　
　
　
　

朗
読　

植
松
喜
久
江
氏

放
送
大
学
公
開
講
座 

記
憶
に
つ
い
て
知
ろ
う 

-

記
憶
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
記
憶
法-

　

と
て
も
効
率
よ
く
記
憶
す
る
方

法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
入
場
無
料

■
講
師　

服
部　

元
信
氏

　
（
放
送
大
学
客
員
教
員
、

　

山
梨
大
学
工
学
部
准
教
授
）

■
日
時　

２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

■
場
所　

図
書
館
会
議
室

■
定
員　

35
人
程
度（
申
込
不
要
）

お
金
の
な
ぞ
に
せ
ま
る 

お
か
ね
の
た
び　

ど
こ
か
ら
来
て
、 

ど
こ
へ
向
か
う
の
か

　

身
近
な
お
金
に
つ
い
て
知
識
を

広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
無
料

■
日
時　

３
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
10
分

■
会
場　

図
書
館
会
議
室

■
対
象  

小
学
校
低
学
年
ま
で
の

　

親
子
15
組
程
度
（
40
名
）

■
申
込　

電
話
ま
た
は
窓
口

■
受
付
開
始　

２
月
８
日
（
土
）

■
講
師　

山
梨
中
央
銀
行
職
員

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ニ
コ
リ
」

イ
ベ
ン
ト
情
報



15

　

問
合
せ
☎
２
３

－

７
６
７
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
れ
ん
de
ビ
ン
ゴ

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
、
ニ
ー
ラ

と
ま
ち
な
か
の
魅
力
を
発
見
し
ま

し
ょ
う
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ロ
ル
チ

ョ
コ
の
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。

■
日
時　

２
月
22
日
（
土
）

　

午
前
の
部　

10
時
30
分
出
発

　

午
後
の
部　

12
時
30
分
出
発

■
場
所　

ニ
コ
リ
一
階
に
集
合

■
対
象　

未
就
学
児
と
保
護
者

　
　
　
　

各
20
組
（
小
学
生
可
）

※
参
加
費
無
料
・
要
申
込

に
ら
★
ち
び
子
育
て
相
談
室

★
ひ
ろ
ば
で
気
軽
に
相
談

　

平
日
10
時
30
分
～
11
時
30
分
・

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

ラ
ン
チ
コ
ー
ナ
ー
で
、
子
ど
も

　

と
遊
び
な
が
ら
相
談
。

★
個
別
相
談

　

第
２
・
４
木
曜
日　

※
要
予
約

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

相
談
室
に
て
お
伺
い
し
ま
す
。

★
電
話
相
談

　

開
館
時
間
内　

９
時
～
17
時

★
メ
ー
ル
相
談
（
随
時
）

　

kosodate@
m

ail.nirachibi.jp

月
末
休
館
日
の
お
知
ら
せ

■
休
館
日　

２
月
28
日
（
金
）

平
成
26
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

で
、
韮
崎
児
童
セ
ン
タ
ー
で
の

合
同
開
催
に
な
り
ま
す
。

■
入
会
方
法

　

１
月
31
日
（
金
）
よ
り
、
各
児

童
セ
ン
タ
ー
に
て
申
込
書
類
一
式

を
配
布
し
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
見
学

を
兼
ね
て
、
児
童
セ
ン
タ
ー
に
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

２
月
３
日
（
月
）

　

～
２
月
20
日
（
木
）

　
（
月
～
金
曜
日
13
時
～
18
時
）

■
申
込
場
所

　

希
望
す
る
児
童
セ
ン
タ
ー
窓
口

■
そ
の
他

※
入
会
に
は
条
件
等
が
あ
り
ま

す
。
入
会
案
内
を
熟
読
さ
れ
た

上
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
る
申
込
が
あ
っ
た

場
合
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　
（
内
線
１
７
３
・
１
７
５
）

　

市
で
は
、
仕
事
な
ど
で
保
護
者

が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
校
低

学
年
児
童
を
主
な
対
象
に
、
授
業

の
終
了
後
や
長
期
休
暇
等
に
適
切

な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
市
内
４
つ
の
児

童
セ
ン
タ
ー
で
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
次
の
と
お
り
平
成
26
年

度
の
入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
児
童

　

保
護
者
の
就
業
・
疾
病
・
看
護

等
に
よ
り
留
守
家
庭
状
態
と
な
る

小
学
校
１
～
３
年
生
（
平
成
26
年

度
時
点
）
の
児
童

※
一
時
的
に
ク
ラ
ブ
の
利
用
が
必

要
な
場
合
（
一
日
利
用
）
に
つ

い
て
は
、
６
年
生
ま
で
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
開
設
時
間

　
【
月
～
金
曜
日
】

　

下
校
時
～
19
時

　
【
土
曜
日
・
学
校
長
期
休
暇
等
】

　

７
時
30
分
～
19
時

※
土
曜
日
の
利
用
は
事
前
登
録
制

■市内の児童クラブ ■年間利用（月額会員）
　※小学校１～３年生の放課後留守家庭等の児童

■１日利用（小学校１～６年生で月額会員以外）
　※放課後帰宅せず直接来館する、授業の無い日に昼食を持参する場合

児童クラブ名 住所・電話番号 定員

韮崎児童クラブ
韮崎市本町2丁目1番7号 
韮崎児童センター内 
☎22－7687

50名

北東児童クラブ
韮崎市藤井町駒井2248番地1 
北東児童センター内 
☎23－5550

50名

北西児童クラブ
韮崎市清哲町青木1078番地1 
北西児童センター内 
☎22－1775

50名

第１
甘利児童クラブ 韮崎市大草町上条東割788番地 

甘利児童センター内 
☎23－1535

50名

第２
甘利児童クラブ 50名

区分 単位 第１子 第２子
基本利用料 月額 2,500円 1,300円

長期休業 
期間利用 
料の加算

夏季休業日の期間 １期間 3,000円 1,500円
冬季休業日の期間 １期間 1,000円 500円
学年末休業日及び
学校始休業の期間 １期間 1,000円 500円

延長利用（18時30分以降）の
利用料 １回 100円 100円

区分 単位 第１子 第２子
授業のある日の利用 
（放課後の利用） 日額 300円 200円

授業のない日の利用
（土曜日、夏休み等） 日額 600円 300円

延長利用（18時30分以降）の
利用料 1回 100円 100円

◦第１子、第２子の数え方
　同一世帯・同一クラブをきょうだいで利用する場合に、年少の児童か

ら順番に数えます。第３子以降は無料です。
◦利用料の免除
　「生活保護世帯」、「ひとり親世帯・障がい者または障がい児のいる世

帯で、市民税が非課税の世帯」は無料です。
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日本市民スポーツ連盟（ＪＶＡ）認定大会
自己の限界へチャレンジ！地元の魅力を再発見！

　恒例の「武田の里ウォーク」を今年も開催します。諏
訪高島城から新府桃源郷まで、約５０㎞の踏破を目指す
ウルトラウォーキングや、市内の史跡や桜の名所など、
約１５㎞を巡るエンジョイウォークにチャレンジしてみ
ませんか？

■申込期間　２月３日（月）～３月７日（金）
■申込方法
◇郵便振替
　　市役所窓口、市営体育館に備え付けの申込
　用紙に必要事項を記入のうえ、参加料をお振
　込みください。
◇直接申込
　　武田の里ウォーク実行委員会事務局（市営
　体育館内）に参加料を持参のうえ直接お申し
　込みください。
　９時～ 17 時（土・日曜、祝日は除く）
◇インターネットから申込
　http://www.sportsentry.ne.jp
　（携帯電話からも可能）

■注意事項
・申し込み後の取り消しや当日不参加の場合、

参加料の返金はできません。
・参加者本人が必ず実施要項・参加規則を承知

のうえお申し込みください。
・ウルトラウォーキング参加者でご希望の方に

は、韮崎から出発地までの専用バスを用意し
ます。（利用料　１，０００円／１人）

４月 12日（土）・13日（日）【雨天決行】

■お問い合わせ
　武田の里ウォーク実行委員会事務局（市営体育館内）　☎２２－８０６２　 ２２－０４９８

冬から春にかけてのイベント情報

第 14回　武田の里ウォーク参加者募集

コ ー ス 名 
距　　　離

武田ロマン街道
ウルトラウォーキング 
約５０km

武田ロマン街道
エンジョイウォーキング 
約１５km

開　催　日 ４月１２日（土）
　～１３日（日） ４月１３日（日）

受 付 時 間 ２０時～２０時５０分 ７時３０分～８時２０分

受 付 会 場 長野県諏訪市　諏訪市武道
館（諏訪市役所隣） 韮崎中央公園陸上競技場

定　　   員 先着６００名
（定員になり次第締切） 定員なし

参　加　料 ３，０００円 １，０００円

参 加 資 格
高校生以上で健康について
異常の無いことを確認され
た者

健康について異常の無いこ
とを確認された者 

（ただし、小学生以下は保護
者が必ず同行すること。）

ス タ ー ト 諏訪高島城
２２時（２１時から出発式）

韮崎中央公園陸上競技場
９時（８時３０分から出発式）

ゴ　ー　ル 韮崎新府桃源郷（新府共選場）【制限時間：１４時】

参加賞ほか

・申込者全員に記念品を差し上げます。 
・制限時間内に踏破した方全員に踏破証を授与します。 
・参加者にはゆ～ぷるにらさき（温泉施設）の当日優
　待券を贈呈します。
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スイーツデコ作り体験教室

　粘土でお菓子やケーキを作る体験教室です。
■日時　２月８日（土）１０時～１２時３０分
■定員　１０名
■参加費　５００円

マウンテンバイク走行会

　園内は初心者からベテランライダーまで楽し
めるコースです。
■日時　２月１１日（火）９時～１６時
■参加費　無料・傷害保険（２００円）要加入
■持物　自転車・ヘルメット等安全な装備

こんにゃく作り体験教室

■日時　２月１５日（土）１０時～１２時３０分
■定員　１５名
■参加費　５００円
■お問い合わせ・お申し込み
　穂坂自然公園　☎３７－４３６２
　（穂坂町三ツ沢３５０７－ 1）

　各町対抗による市内一周駅伝が開催されま
す。皆さんの温かいご声援をお願いします。
■日時　２月１６日（日）
　　　　雨天決行（実施不可能時は中止とする）
■場所・時間
　北巨摩合同庁舎前（スタート）１０時
　市営体育館（ゴール）１２時３０分予定
※道路規制により、当日は混雑が予想される
　場所があります。ご理解とご協力をお願いい
　たします。
■お問い合わせ　韮崎市体育協会
　　　　　　　　☎ ２２－０４９８

　式典及び韮崎東中学校生徒による作文発表や
基調講演を行います。
■日時
　２月２５日（火）
　１３時３０分～１６時１５分
■場所
　東京エレクトロン韮崎文化ホール・大ホール
■基調講演
　講師　金山　重明氏
　（青森県・社会医療法人博進会南部病院院長・
　日本早期認知症学会副理事長・穴山町出身）
■お問い合わせ
　韮崎市社会福祉協議会
　☎２２－６９４４

　夜空に輝く星々を眺めながら、ファミリーで、
カップルで、宇宙のお話をしませんか？
※雨天・曇天時は、牛山氏の「星のお話」を
　楽しめます。参加無料です。
■日時　①２月２１日（金）
　　　　　オリオン大星雲と木星を見よう
　　　　②３月　７日（金）
　　　　　上弦の月と木星を見よう
　　　　両日とも１９時～２１時
■場所　穂坂自然公園（穂坂町三ツ澤３５０７－１）
■ナビゲーター
　牛山 俊男氏（自然写真家・環境カウンセラー）
■定員　１５組（先着順）
■申込期限　①２月１７日（月）
　　　　　　②３月　３日（月）
※温かい飲み物（フリードリンク）をご用意。
■お問い合わせ・お申し込み
　市観光協会（商工観光課内）
　☎２２－１９９１

モダン・ニラサキ～汽車の走ったころ～

　韮崎駅開業１１０周年・穴山駅開業１００周
年を記念して、汽車が走っていたころの懐かし
い暮らしが感じられる資料や近代鉄道遺産のパ
ネルを展示しています。入館料は無料です。
■展示期間　２月２３日（日）まで
　　　　　　９時～１６時３０分
■お問い合わせ　民俗資料館　
　　　　　　　　☎２２－１６９６

　今回で４回目となる、ちびっこたちの運動会。
ＶＦ甲府のヴァンくんも応援にかけつけます。
■日時　３月６日（木）  １０時～１１時３０分
■場所　グリーンフィールド穂坂　
　　　　（穂坂町宮久保５１３６）
　　　　※雨天時　ウッドジム穂坂
■対象　３歳以下親子１００組　※要予約
■受付開始　市民の方　２月　６日（木）
　　　　　　市外の方　２月１３日（木）
■持物　飲料水・運動ができる服装・運動靴
　　　　（ヒール不可）※雨天　上履き
■共催　韮崎市サッカーのまちづくり推進員会
■後援　ＶＦ山梨スポーツクラブ
■お問い合わせ・お申し込み
　子育て支援センター　☎２３－７６７６

穂坂自然公園

民俗資料館ミニ企画展

U-3 親子サッカーフェスティバル in 韮崎

市内一周駅伝競走大会

冬の星空観察会

第 29回韮崎市社会福祉大会
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大
学
・
専
門
学
校
等
へ
の
就
学
支
援 

韮
崎
市
育
英
奨
学
金
制
度

　

市
で
は
、
大
学
や
短
大
、
各
種

専
門
学
校
に
在
学
中
ま
た
は
進
学

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
育
英
奨
学

金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

■
貸
付
額
等　

年
額
24
万
円

■
貸
付
期
間

　

決
定
時
か
ら
在
学
す
る
学
校
の

　

最
短
修
業
年
限
ま
で

※
貸
付
終
了
時
に
、
本
人
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
と
、
返
還
金

の
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
奨
学
金
の
返
還

　

10
年
以
内
返
済
（
半
年
賦
）

　

無
利
子

■
申
込
書
類
配
布
場
所

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当
窓
口
及

　

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
申
込
期
限　

３
月
３
日
（
月
）

※
詳
細
は
広
報
12
月
号
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当

　
（
内
線
２
６
３
・
２
６
４
）

山
梨
ア
レ
ル
ギ
ー 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

　

県
内
の
専
門
分
野
の
先
生
が
、

一
般
の
方
を
対
象
に
分
か
り
や
す

い
講
演
を
行
い
ま
す
。
質
疑
応
答

あ
り
。
参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

■
場
所

　

山
梨
大
学
医
学
部
臨
床
小
講
堂

■
講
演
内
容　

花
粉
症
、
小
児
気

管
支
喘
息
、ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
医
局

☎
０
５
５－

２
７
３－

６
７
６
９

中
間
山
地
地
域
の
農
家
の
方
へ 

農
家
民
泊 

や
ま
な
し
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

規
制
緩
和
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど

投
資
し
な
く
て
も
「
農
家
民
宿
」

が
開
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
開
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
参
加
費

は
無
料
で
す
。

■
日
時　

２
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
～
17
時

■
場
所

　

県
立
大
学
飯
田
キ
ャ
ン
パ
ス

■
定
員　

２
０
０
人

■
内
容

＊
基
調
講
演　

金
丸　

弘
美
氏

　
（
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

＊
「
田
舎
の
ご
は
ん
」
の
味
見
会

＊
民
泊
受
け
入
れ
体
験
談

　

三
森
か
お
り
氏　

他

＊
開
業
と
運
営
の
ア
ド
バ
イ
ス

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

山
梨
県
立
大
学

　

地
域
戦
略
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５－

２
２
５－

５
４
１
２

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を

受
付
し
て
い
ま
す

■
期
限　

３
月
31
日
（
月
）

■
場
所　

市
役
所
１
階
福
祉
課

※
義
援
金
は
、
確
定
申
告
の
際
の

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
希
望
者
に
は
義
援
金
採
納

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

■
平
成
23
年
３
月
14
日
か
ら
の　

　

義
援
金
総
額（
１
月
14
日
現
在
）

　
　

１
２
、９
８
３
、２
４
６
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
（
内
線
１
８
０
・
１
８
１
）

「
広
報
に
ら
さ
き
」
に
掲
載 

す
る
有
料
広
告
を
募
集

■
掲
載
位
置

２
色
刷
り
ペ
ー
ジ
と
し
、
色
、

ペ
ー
ジ
及
び
位
置
は
市
が
指
定

■
デ
ザ
イ
ン
及
び
内
容

広
報
に
ら
さ
き
の
デ
ザ
イ
ン
と

調
和
が
取
れ
た
も
の
と
し
、
市

と
広
告
掲
載
希
望
者
と
の
間
で

協
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

■
規
格
（
基
準
）　

　

１
枠
縦
50
ｍ
ｍ
×
横
85
ｍ
ｍ

■
掲
載
料
（
１
枠
あ
た
り
）

　

１
０
、０
０
０
円
／
月
額

■
掲
載
期
間　

　

原
則
３
月
間
と
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
６
）

犬
の
飼
い
方
教
室 

参
加
者
募
集

■
日
時　

２
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

初
め
て
犬
を
飼
う
方
、

　

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
方

■
内
容　

飼
い
主
の
責
任
、
必
要

な
し
つ
け
な
ど
（
犬
同
伴
不
可
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込　

前
日
ま
で
に
要
予
約

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
５－

２
７
３－

５
０
３
４

ね
こ
の
飼
い
方
教
室 

参
加
者
募
集

■
日
時　

２
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

■
場
所　

甲
府
市
中
央
公
民
館

■
対
象　

ね
こ
を
飼
っ
て
い
る

方
・
屋
内
飼
養
の
問
題
行
動
で

困
っ
て
い
る
方

■
内
容　

ね
こ
の
本
能
・
生
態
・

　

習
性
・
問
題
行
動
に
つ
い
て

＊
講
師　

加
藤　

由
子
氏

■
参
加
費　

無
料 

お
知
ら
せ

募  

集
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■
申
込　

前
日
ま
で
に
要
予
約

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５－
２
７
３－

５
０
３
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

　

通
信
制
の
高
等
学
校
普
通
科

（
３
年
制
）
生
徒
及
び
生
涯
学
習

通
信
講
座
の
受
講
者
を
募
集

■
出
願
・
申
込
期
間

①
普
通
科　

４
月
30
日（
水
）ま
で

②
生
涯
学
習　

通
年
受
付

■
募
集
対
象

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た

は
、
本
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

方
及
び
高
校
中
退
者

②
一
般
の
方

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

☎
０
４
２－

５
７
２－

３
１
５
１

第
43
回
信
玄
公
祭
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

■
日
時　

４
月
５
日
（
土
）

①
会
場
整
理
・
運
営　

　

15
時
～
20
時
30
分

②
運
行
補
助　

13
時
～
20
時

③
祭
り
案
内
業
務

＊
４
日
（
金
）

　

15
時
～
19
時
30
分

＊
５
日
（
土
） 

　

９
時
30
分
～
17
時
30
分

④
救
護
補
助　

15
時
～
20
時
30
分

■
募
集
人
数

　

①
80
人
、
②
30
人
、
③
10
人
、

　

④
10
人

※
18
歳
以
上
の
方

■
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
、
希
望
す
る
業
務

（
③
は
希
望
日
記
載
）、
過
去
の

経
験
の
有
無
を
明
記
の
う
え
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
も
可
能
で
す
。

■
申
込　

３
月
10
日
（
月
）
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

〒
４
０
０－

０
０
３
１

　

甲
府
市
丸
の
内
１－

８－

１
７

　

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

☎
０
５
５－

２
３
１－
２
７
２
２

０
５
５－

２
２
１－
３
０
４
０

k-takahashi@
yam

akan-sk.jp

特
設
人
権
相
談
所

　

い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や
近

隣
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
、
人

権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
予

約
は
不
要
で

す
。

■
日
時　

２
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　

１
階
会
議
室
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
６
）

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見

相
談
会

■
日
時　

２
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　

会
議
室
５
・
６

■
内
容

　

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
等
に

　

関
す
る
無
料
相
談

■
相
談
員

　

山
梨
県
司
法
書
士
会
峡
北
支
部

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
司
法
書
士
会

　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５－
２
５
３－

２
３
７
６

特
設
合
同
行
政
相
談
所

　

登
記
、
年
金
、
税
金
、
道
路
、

法
律
な
ど
、
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

■
場
所

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　

会
議
室

■
参
加
予
定
機
関　

竜
王
年
金
事
務
所
、
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
、
弁
護
士
会
、
行
政

書
士
会
、
司
法
書
士
会
、
税
理

士
会
、
行
政
相
談
委
員
、
行
政

評
価
事
務
所
、
韮
崎
市

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
５
７
０－

０
９
０
１
１
０

春
の
「
き
こ
え
」
と 

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

　

お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」や「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
、
少
し
で
も
不

安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
。

■
日
時

　

３
月
16
日
（
日
）・
17
日
（
月
）

　

９
時
～
17
時

■
場
所　

県
立
ろ
う
学
校

■
内
容　
「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」 

の
悩
み
、
育
児
、
教
育
、
補
聴

器
の
相
談
・
聴
力
測
定
等

■
申
込　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
　
　
　

事
前
予
約

■
申
込
期
限　

３
月
12
日
（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
立
ろ
う
学
校（
担
当　

手
塚
）

☎
０
５
５
３－

２
２－

１
３
７
８

０
５
５
３－

２
２－

６
４
１
９

●市の人口　１月１日現在　　　 （前月比）
男  　　　 １５，５１２人 　　　　－　６人
女  　　　 １５，７０６人 　　　　－１６人
計  　　　 ３１，２１８人 　　　　－２２人
世帯数 　 １２，４１９世帯 　　　－１６世帯

●韮崎市国民健康保険より
1 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者
負担額）は、155,174,121 円で、一人あたりの保
険者負担額は、19,021 円 (前年同月比 4.18% 増）
でした。引き続き健康に気をつけ、医療費の節約
にご協力ください。

相  

談
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『成人及び社会人として、
軽率な行動は慎み、思慮深
い行動をとることで社会に
認められ、斬新な発想で新
しいものを作り出す革新
的なリーダー的存在とな
り、私たちの「ふるさと韮
崎」、ひいては日本の社会
に貢献できるように躍進し
ていきます。』と、386人の
新成人を代表して誓いの言
葉を述べた花輪潤一さん。
（成人式実行委員長＝写真右）
※誓いの言葉はP5に掲載



　　　

　　

現在便潜血検査は、食事制限を必要とせず、便中のヒト由来のヘ

モグロビンに特異的に反応を示す免疫学的便潜血検査が用いられていま

す。

　この検査では下部消化管出血の検出率が高いのが特徴です。また出血が常

に起こっているとは限らないため、検診では１日１回ずつ２日続けて採取す

る２日法が主流です。

　便潜血検査が陽性となる場合、痔核、裂肛などの肛門疾患、炎症性の腸疾

患に加え、大腸ポリープ、大腸がんでも陽性になることがあります。陽性の

場合でも約半数の人には病気がなく、また精密検査の結果、大腸がんと診断

される人は０.１～３%であり、そのうち約半分の人は早期がんといわれてい

ます。

　今回の様に以前から痔がある場合でも大腸がんが潜んでいる可能性があり

ますので、便潜血検査が陽性であれば精密検査を受けることをお勧めします。

以前から痔があります。
今回検診で便潜血陽性と言われたのですが、精密検
査を受ける必要はあるのでしょうか。

informationinformation

アドバイザー  韮崎市立病院

外科医長　安留　道也

韮崎大村美術館特別企画展 
「精神造形への挑戦　荻太郎展」
■期間　３月１６日（日）まで
　荻太郎は、家族像、
女性像、バレリーナ
など、印象的な人物
像の中に、自らが「精
神造形」と呼んだ自
由な表現の可能性を
追求し続けました。
　本展のみどころ
は、戦争の悲惨さが
描かれた《死せる風
景／ポンコツ》と、
この作品の下から発

見された《踊子小憩》の初公開となる２点の作品
です。ぜひご高覧ください。

■開館時間　１０時～１７時
　　　　　　（入館は16時半まで）
■休 館 日　水曜日
■入 館 料　大人　　５００円
　　　　　　小中高　２００円
　　　　　　市内小中学生無料
※一年間何度でも入館できる大変お得な年間パス
ポート　（大人１名：３千円）も受付中！

■お問い合わせ（水曜日除く、１０時～１７時）
　韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５
　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

Q.
A.

市民のみかた　消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったらまずは相談！

消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２ー１１１１（内線２１６）
月～金曜日　８時３０分～１７時１５分

毎週火曜日は、消費生活相談員が市役所
１０２会議室で相談を承ります。

クリーニング

【クリーニングに出すときの注意点】

衣料は、未使用のものでも使用済みでも、時間が経つにつれ次第に傷ん
だり、変化するということを、まず念頭においておくことが必要です。

●クリーニングに出す前に
　紙類やハンカチなど入っていないか、ポケットをチェック！
　ドライクリーニングできるか、絵表示をチェック！
　ブランドロゴ入りなどの珍しいボタンは、取り外しておく！

●クリーニングを依頼するとき
　セットものは一緒に
　シミや気になる汚れは伝える
　素材や加工、デザインの特徴を伝える
　預り票をチェックし、必ず保管する

●クリーニング後に
　すぐに点検！仕上がりに納得できないときは、クリーニング店に
　申し出ましょう。
　　　　　　　　　　　　　　↓
　㊟消費者が、受け取ってから６ヵ月を経過すると、賠償されないこと
　　があります。

　ポリカバーを付けたままにしておくと、変色したりカビが生えること
　があります。必ず外しましょう。

荻  太郎 《サーカスを見るこどもたち》



月 火 水 木 金 土 日

　　 　　●まちなか市民会議
19時～21時
場所：市民交流センター
　　　1階会議室

休館： （午前）

スイーツデコ作り
　体験教室

10時～12時30分
【要予約】（Ｐ17参照）
おはなし会
14時～14時30分
対象：幼児～小学校低学年
【申込不要】
肝臓病について学ぼう
14時～15時30分
山梨大学教授　榎本信幸氏

休館：

休館：

マウンテンバイク
　走行会

9時～16時
【要予約】（Ｐ17参照）

●特設人権相談
10時～15時
市民交流センター会議室１
【予約不要】
のびのび教室
対象児：平成24年1月生
受付：13時～13時15分
親子あそびや歯科相談など

●確定申告書作成相談会
10時～12時
13時～16時
場所：市民交流センター
　　　１階

よちよち教室
対象児：平成25年
　　　　3月生
受付：13時～13時15分
場所：ニコリ２階市立図書館
　　　（読み聞かせの部屋）
ブックスタート事業やお子
さんの事故防止など

休館： （午前）

みんなでほっこり
　自分ケア

10時30分～11時30分
「てと手と」企画
参加費500円・託児300円
定員10組【要予約】
わんぱく★親子

　ママビューティー
13時30分～14時30分
インストラクター斎藤晴美
氏による親子エアロビ
持物：水分・上履き
定員20組【要予約】

こんにゃく作り
　体験教室

10時～12時30分
【要予約】（Ｐ17参照）
朗読のつどい
14時～15時
対象：成人一般、学生、目
の不自由な方など
【申込不要】（Ｐ14参照）

休館：

●市内一周駅伝
　競走大会

10時スタート（P17参照）
公開講座

　記憶について知ろう
　－記憶のメカニズムと記憶法－

10時30分～12時
【申込不要】（Ｐ14参照）

休館：    

抜き取ってご利用ください

休館：   

休館：   

言語聴覚士さんと
　おしゃべり

10時30分～11時30分
言語聴覚士　小澤和恵氏
ことばの発達や行動の発達
定員10組【要予約】
1歳6か月児健診
対象：平成24年7月生
受付：13時～13時15分
小児科医師・歯科医師の診
察など

休館：  

●老壮大学
13時～15時15分
「地域商店街における防犯
対策」
講師：幸島美智子氏
（元警視庁警察官）

　

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111  　 22－8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
母子健康手帳交付・

　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時

〔第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216） 

〔毎週第２・４木曜日〕
子育て相談

　10時30分～11時30分
　問：☎23－7676

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　問：子育て支援担当
　　　（内線１７９）

市民栄養相談
　問：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

今月の運行はありません。
（H26年4月より運行予定）

●行政相談
13時～15時
市役所102会議室
武田の里ウォーク

　参加者募集開始
～３月７日（金）まで
９時～17時

休館：       

　 中央公園ミニSL運行日

にら★ちび
　ベイビーくらぶ
　6ー12か月

13時30分～14時30分
おやつタイム＆ママの交流会
材料費等100円
定員10組【要予約】

休館：

●無料法律相談
　予約受付開始

受付：8時30分～
相談日：27日（木）
企画財政課　内線356

●行政相談
13時～15時
市役所102会議室

●金婚夫婦を祝う会
14時～
市役所４階大会議室

休館：       

月2 2014
CALENDAR

如　月

「精神造形への挑戦
　　荻太郎展」

～3月16日（日）まで
９時～17時（裏面参照）
「韮崎市食育推進計画」

　パブリックコメント募集中
～21日（金）まで
９時～17時（P12参照）
モダン・ニラサキ

　汽車が走ったころ
～2月23日（日）まで
（P17参照）
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2月12日
にら★ちび

　ベイビーくらぶ  0-5か月
13時30分～14時30分
ママの交流会・手型サー
ビスなど
材料費等100円
定員10組【要予約】



　
 市民交流

　 センター「ニコリ」
　9時～16時
ネーミングライツ記念公演

　SPACE  FANTASY  LIVE
14時～（裏面参照）

休館：   

　　

　 　 　

 　

 中田公民館
　9時～16時
3歳児健診
対象児：平成23年1月生
受付：13時～13時15分
小児科医師及び歯科医師の
診察など

 藤井公民館
　9時～16時
すくすく教室
対象児：平成25年7月生
受付：13時～13時15分
離乳食指導や試食
パパ・ママ学級
Eコース2回目
受付：13時30分～
赤ちゃん抱っこ体験や母乳
栄養など

休館：

 穂坂公民館
　9時～16時
体位測定【予約不要】
10時30分～11時30分
0歳児の体位測定

●武田の里ライフカレッジ
13時30分～15時30分
韮崎文化ホール
「夢は必ずかなう」　
ＮＨＫ相撲解説者・元小結
舞の海：舞の海秀平氏

休館： （午前）

 円野公民館
　9時～16時
にこにこ子育て相談室
9時30分～16時
成長発達・食事などの個別
相談【要予約】

 清哲公民館
　9時～16時

休館：       

 神山公民館
　9時～16時
4か月児健診
対象児：平成25年10月生
受付：13時～13時15分
小児科医師の診察など

●第29回
　韮崎市社会福祉大会

13時30分～16時15分
韮崎文化ホール

（P17参照）

 龍岡公民館
　9時～16時

休館：  

休館：   

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～18時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～17時（入館16時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～16時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

10時～14時
市民交流センター「ニコリ」
のれんでビンゴ
10時30分～11時30分、
12時30分～13時30分
商店街を親子散歩で魅力を
発見！
各回20組【要予約】
（Ｐ15参照）

休館：

 大草公民館
　9時～16時
だっこの会
11時～11時30分
わらべ歌、絵本の読み聞か
せ、手遊びなど
対象：乳幼児【申込不要】
避難訓練
11時～12時
いざという時のために・・・
【予約不要】

休館： （午前）

 旭公民館
　9時～16時
誕生会
13時30分～14時30分
対象児：2月生まれ
材料費100円　定員10組
【要予約】

休館：

 穴山公民館
　9時～16時

休館：        
　　　

：穂坂自然公園
　　利用時間：4月～11月　9時～17時
　　　　　　　12月～3月　9時～16時
　　穂坂町三ツ沢3507ｰ1
　　☎37ｰ4362

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316
○乳幼児の健診
　持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

○子育て教室
※よちよち教室は、市民交流センター
　２階図書館内読み聞かせの部屋
　持物：母子健康手帳、筆記用具など
○育児健康相談等
　持物：母子健康手帳
○健康づくり教室
　持物：各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

納期限（口座振替日）
２月 28 日（金）
＊固定資産税　　　第４期
＊国民健康保険税　第８期
＊介護保険料　　　第６期
＊後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　　第８期
収納課徴収・管理担当
（内線163～166）

今月の納税

　2 月 27 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階 401 会議室
　一人 30 分以内 定員６名
＊予約受付日　
　2 月 10 日（月）
　8 時 30 分～
   企画推進担当（内線 356）

今月の無料法律相談

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜は午前8時30分～午前11時
※麻酔科
　左記診察日の午後２時～午後４時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
 
※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科

麻酔科（ペイン：痛み） 2月18日（火）

泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
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ー
１
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韮
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病
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P2～P4を参照してください。

確定申告をお忘れなく

：申告会場

22

1

23

2

18

25

19

26

20

27

21

28

17

24

2月20日
おそうじ大作戦
14時～15時
【予約不要】

2月19日
にら★ちびベイビーくらぶ～県外出身0歳児とママ～
13時30分～14時30分　材料費等100円　定員10組【要予約】

2月25日
助産師さんとおしゃべり
助産師　井上裕子氏

＊6－12か月児　10時30分～11時30分
離乳食・卒乳・ママの健康相談など
定員10組【要予約】

＊0－5か月児　13時30分～14時30分
ママの健康相談・ベビーマッサージなど
持物：バスタオル
定員10組【要予約】



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）   3日、  6日

10日、13日
17日、20日
24日、27日

  5日、19日

12日 ー 4日
●市役所裏駐車場
　1日、8日、15日、
　22日
　13時～ 16時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　8日、22日
　13時～16時
●龍岡公民館グラウンド
　8日、22日
　13時～16時

2月22日（土）
9時～11時
エコパークたつおか

（☎22-3437）へ直接搬入。
運転免許証により、韮崎市民
であることを確認します。

※お店や事業所から出たも
　のは搬入できません。
※普通乗用車、軽自動車以
　外での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 ー 26日 11日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石   4日、  7日

14日、18日
21日、25日
28日

12日、26日

5日 ー 18日

旭・大草・龍岡 ー 19日 25日

２月のごみ収集日程　２月は有害ごみ（蛍光灯、乾電池等）の収集を行います。資源リサイクル品収集日にお出しください。

文化ホールインフォメーション

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原	 １８日（火）

富士見、岩下、上の山	 ３日（月）・１９日（水）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
	 ４日（火）・２０日（木）

穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池	 ５日（水）・２１日（金）

藤井町全区	 ６日（木）・２４日（月）

中田町全区・穴山町全区	 １０日（月）・２６日（水）

円野町全区	 １２日（水）・２７日（木）

清哲町全区・神山町全区	 １３日（木）・２８日（金）

旭町全区		 １４日（金）

大草町全区・竜岡町全区	 １７日（月）

●老壮大学	 ７日（金）
●静心寮	 ※２月はお休み
●韮崎市社会福祉大会	 ２５日（火）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。
■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（2月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇仮面ライダースーパーライブ2014
２月２２日（土）１回目	１１時開演／２回目	
１４時３０分開演・大ホール
　仮面ライダー鎧武や歴代仮面ライダーが大集
合！！従来のキャラクターショーを超える大迫
力のライブステージ！
【全席指定】　おとな２,８００円／こども
１,８００円（当日各２００円増）
※３歳以上有料、２歳以下のお子様は保護者の
膝上鑑賞可、中学生以上はおとな料金です。

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール
　ネーミングライツ記念公演
　SPACE FANTASY LIVE
　きみの中の宇宙にでかけよう！
２月２３日（日）１４時開演・大ホール
　大迫力の宇宙映像と音楽と語りが融合された
コラボレーションライブ！ぜひご家族でご覧く
ださい！
【出演】
宙先案内人（cosmos	navigator）：高橋真理子
作曲家・ピアニスト：小林真人
打楽器奏者：山本晶子
　先着１２０名様限定の移動プラネタリウム体

験コーナーも開催。詳しくはホールまでお問い
合わせください。
【全席自由】入場無料（要整理券）
※韮崎市民および韮崎市に通園・通学・通勤す
る方、またはその家族が対象です。

◇BLUE MOON presents
　MONKEY MAJIK JAPAN TOUR 
　2013-2014 ～ＤＮＡ～
３月８日（土）１７時開演・大ホール
　５年ぶりにMONKEY 	 MA J I Kが韮崎に
登場！
【全席指定】６,３００円
※３歳以上有料、２歳以下のお子様は保護者の
膝上鑑賞可

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール
　落語ワークショップ発表会
３月９日（日）１４時開演・小ホール
　５月から１年間、春風亭柳之助師匠（真打）
から落語を学んできたワークショップ受講生に
よる発表会を行います。プロ顔負けの迷演！？
にご期待ください！師匠による渾身の一席もど
うぞお楽しみください。

【全席自由】５００円

◇こどもオペラ「ヘンゼルとグレーテル」
　ピアノ・ヴァイオリン・オーボエ・ホルンの
　四重奏版♪
３月１５日（土）・大ホール
11時開演「オペラデビューは０才から！？」
※０才からご入場いただけます。
14時開演「オペラってなぁに！？」
※３才以上を対象としています。
　仲良し兄弟のヘンゼルとグレーテルが森の中
で出会ったのは、たくさんの動物たちとおいし
いお菓子、そして…おそろしい魔女！？聴くだ
けではなく、目で見て、体で感じて楽しめる、
どきどきわくわくのこどもオペラへようこそ！
【全席自由】おとな１,５００円／こども（中
学生以下）５００円／おやこペア１,５００円
（おとな・こども１名ずつ）

■お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　☎２０ー１１５５　 ２２ー１９１９


